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研究要旨 

次世代バイオデータ基盤の構築に向けて、2019 年度に実施した調査研究で取りまとめた「コホー

ト・バイオバンクの産業利活用促進策」の具体化のために、コホート・バイオバンクの産業利用促

進のための調査研究を踏まえて 2020研究開発したコホート横断検索システムの時系列検索機能

を拡充し、高度化した。また、コホート研究により収集されるデータの項目のメタデータを標準化し、

各コホート研究のデータ項目のメタデータを公開するコホート横断検索システムカタログの研究開

発を行った。さらに、企業向け相談窓口の整備として Web システムの開発を行い、データの利活

用を促進するため、データの説明書の研究開発を行った。 

 

 

A. 研究目的 

バイオ戦略では、「医療とヘルスケアが連携した

末永く社会参加できる社会」の実現を目指し、「バ

イオとデジタルの融合のためのデータ基盤の整

備」、なかでも「大規模統合コホート・バイオバンク

の構築」の取組みが必要とされ、「健常人コホート

等の実施主体が連携し、データを統合・強化する

大規模健常人コホート・バイオバンクの構築」、「健

常人コホート・バイオバンクについては、多様な分

野において、科学的エビデンスに基づいたサービ

スを提供できる環境を整備」することとされた。 

このような政策的位置付けの中で、東北大学東

北メディカル・メガバンク機構は、2019 年度の官民

研究開発投資拡大プログラム(PRISM) バイオ技術

領域で実施した調査研究において、コホート・バイ

オバンクの産業利用促進策をとりまとめ、その具体

化のために、2020 年度はコホート横断検索システ

ムを研究開発した。 

2021年度は、2020年度研究開発したコホート横

断検索システムの時系列検索機能を拡充し、高度

化する。また、コホート研究により収集されるデータ

の項目のメタデータを標準化し、各コホート研究の

データ項目のメタデータを公開するコホート横断検

索システムカタログの研究開発を行う。さらに、企

業向け相談窓口の整備として Webシステムの開発

を行い、データの利活用を促進するため、データ

の説明書の研究開発を行う。 

 

B. 研究方法 

1. コホート横断検索システムの高度化の研究開

発 

コホート・バイオバンクの産業利用促進策として、

コホート横断検索システムを高度化するため、株式

会社ちとせ研究所による「コホート・バイオバンクの

産業利用促進のための調査研究」を通じて、コホ

ート横断検索システムの高度化に対する産業界の

ニーズを把握する。 

把握したニーズに基づき、コホート横断検索シス

テムの高度化を行う。 
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2. コホート横断検索システムカタログの研究開発 

コホート研究により収集されるデータの項目のメ

タデータを標準化し、各コホート研究のデータ項目

のメタデータを公開するコホート横断検索システム

カタログの研究開発を行う。 

連携する官民研究開発投資拡大プログラム

(PRISM) バイオ技術領域 「糖尿病個別化予防を

加速するマイクロバイオーム解析 AI の開発」、「認

知症に関与するマイクロバイオーム・バイオマーカ

ー解析」から協力を得て、各コホート研究で収集し

たデータの項目のメタデータを標準化する。 

そのうえで、標準化された各コホート研究のデー

タの項目のメタデータを公開するコホート横断検索

システムカタログの研究開発を行う。 

 

3. 企業向け相談窓口の Web システムの開発とデ

ータ説明書の研究開発 

  企業向け相談窓口の整備として Web システム

の開発を行い、データの利活用を促進するため、

データの説明書の研究開発を行う。企業向け相談

窓口の Web システムは、Web 上で伴走支援を行う

システム（企業向けＷｅｂ相談申請システムプラット

フォーム）及び企業向け情報提供ウェブサイトの研

究開発を行う。データの説明書は、東北メディカ

ル・メガバンク計画のコホートの収集データについ

て、企業向けの説明書の研究開発を行う。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究はヒトゲノム・遺伝子解析、臨床研究、ヒト

を対象とする医学系研究、動物実験等の実施はな

い。したがって倫理面の問題はないと判断した。 

 

 

C. 研究結果 

1. コホート横断検索システムの高度化の研究開

発 

コホート横断検索システムに対する産業界のニ

ーズを把握し、コホート横断検索システムの高度化

を行った。 

(1) コホート横断検索システムの高度化に対する

産業界のニーズ 

株式会社ちとせ研究所による「コホート・バイオ

バンクの産業利用促進のための調査研究」を通じ

て、コホート横断検索システムに対する産業界のニ

ーズを把握した。 

関心のあるデータ項目としては、睡眠やストレ

ス・うつ、運動、飲酒、喫煙などの生活習慣、食習

慣、罹患歴、検体検査値、マイクロバイオーム情報、

メタボローム情報、体重、BMI、体脂肪率などであ

り、これらのデータについて時系列の検索にニー

ズがあることを受けて、時系列検索機能を拡充す

ることとした。 

また、コホートの収集データの項目のカタログも

閲覧できるようにしたいというニーズがあることがわ

かった。これは「コホート横断検索システムカタログ

の研究開発」で取扱う。 

 

(2) コホート横断検索システムの高度化の研究開

発 

把握したニーズに基づき、コホート横断検索シス

テムの高度化の設計を行った。 

コホート横断検索システムは、横断検索を実行

するハブと、各コホート研究のデータベースのノー

ドにより構成される。ユーザがフロントエンドで検索

条件を組み立て、検索クエリをハブ API に渡すと、

ハブ API は各ノード API に横断的に検索リクエスト

を送信する。各コホートのノードAPIは検索リクエス

トを処理し、ハブ API に検索結果を返す。ハブ API

は各ノード API から返された検索結果をとりまとめ

て、ユーザに対してフロントエンドで検索結果を表

示する。コホート横断検索システム（図 1,2）は、

2020 年度の研究開発では、同一イベントのデータ

について 2 時点の時系列検索まで可能としていた。

産業界からのニーズを受けて、2021年度の高度化

では、2 時点から 4 時点までの同一または異なるイ

ベントのデータの項目を指定し、そのイベントの日

付の順序と日数の間隔を条件にした時系列検索

の機能を開発した（図 3）。 

2020



 
図 1 コホート横断検索システム 

 

 

 
図 2 ログイン後のトップページ 

 

 

 
図 3 時系列検索機能の拡充 

 

 

2. コホート横断検索システムカタログの研究開

発 

コホート研究により収集されるデータの項目のメ

タデータを標準化し、各コホート研究のデータ項目

のメタデータを公開するコホート横断検索システム

カタログの研究開発を行った。 

(1) 収集データ項目のメタデータの標準化 

連携する官民研究開発投資拡大プログラム

(PRISM) バイオ技術領域 「糖尿病個別化予防を

加速するマイクロバイオーム解析 AI の開発」、「認

知症に関与するマイクロバイオーム・バイオマーカ

ー解析」から協力を得て、各コホート研究で収集し

たデータの項目のメタデータを標準化した。 

コホート横断検索システムに対する産業界のニ

ーズによると、関心のあるデータ項目としては、睡

眠やストレス・うつ、運動、飲酒、喫煙などの生活習

慣、食習慣、罹患歴、検体検査値、マイクロバイオ

ーム情報、メタボローム情報、体重、BMI、体脂肪

率などであったため、生活習慣・食習慣は環境曝

露イベント、罹患歴は協力者の既往症・併存症、マ

イクロバイオーム情報、メタボローム情報は解析情

報、体重、BMI、体脂肪率などについて重点的にメ

タデータを標準化した。 

収集データ項目のメタデータとしては、項目の

名称、単位、データ型、項目のカテゴリーの 4 種類

とした。このうち、項目のカテゴリーは、データの情

報源を示すものである。単位は、検査値など単位

をもつものについて、項目のもつ値の意味を示す。

データ型は 2 値分布、離散分布など、項目がどの

ような分布をとるものなのかを示す。また、収集デ

ータの階層分類は、項目を一意のコードでコーデ

ィングし、項目とそのカテゴリーの階層関係を分類

するものであり、項目の意味的関係を提供し、コホ

ートで収集された多種多様なデータのなかから、

必要なデータを発見することを可能とするものであ

る。 
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(2) コホート横断検索システムカタログの研究開発 

標準化された各コホート研究のデータの項目の

メタデータについて、これを公開するコホート横断

検索システムカタログの研究開発を行った。 

コホート横断検索システムカタログにおいて、メ

タデータを公開するため、 

○ JSON Web Token（JWT）による認証 

○ 収集データ項目の階層分類 

○ 収集データの標準化されたメタデータ 

について横断的な発見のための API を設計し、開

発した。収集データの階層分類を返す API は、指

定されたコホートの収集データの階層分類が

JavaScript Object Notation（JSON）形式で返す。 

返される内容は、項目を識別するコード、 その

項目の親の階層の項目のコード、項目名、階層構

造上での並び順である。 

この機能により、コホートで収集された多種多様

な項目について収集データ項目のすべての項目

のリストと項目間の階層構造から項目を発見可能と

する。収集データのメタデータは、指定されたコホ

ートの収集データの、メタデータが JSON 形式で返

す。 

API を使用するメリットは、リクエストアンドレスポ

ンスおよびデータベースの構造の仕様を共有可能

なことである。現在、国際的にはコホートを連携し、

メガコホートを形成する流れがあり、APIを使用する

ことで、今後、国外のコホートとの連携した、コホー

トの収集データのデータ発見につながると考えら

れる。 

連携する官民研究開発投資拡大プログラム

(PRISM) バイオ技術領域 「糖尿病個別化予防を

加速するマイクロバイオーム解析 AI の開発」、「認

知症に関与するマイクロバイオーム・バイオマーカ

ー解析」から協力を得て、各コホート研究で収集し

たデータの項目のメタデータをコホート横断検索し

ステムカタログに収載し、公開した（図 4）。各コホ

ートの概要説明（図 5, 6, 7）が公開され、コホートの

データ項目の階層検索とキーワード検索によるメタ

データの公開がなされた（図 8）。 

 

図 4 コホート横断検索システムカタログ トップページ 

 

 
図 5 コホート概要説明 

 東北メディカル・メガバンク計画概要説明 

 

 
図 6 認知症に関与するマイクロバイオーム・バイオ 

 マーカー解析 (PRISM 認知症プロジェクト)  

 概要説明 
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図 7 「健常人マイクロバイオーム情報基盤の構築」 

 ならびに「糖尿病個別化予防を加速するマイクロ 

 バイオーム解析 AI の開発」 (NIBIOHN マイクロ 

 バイオームプロジェクト) 概要説明 

 

 
図 8 コホートのデータ項目の階層検索とキーワード 

 検索 

 

3. 企業向け相談窓口の Web システムの開発と

データ説明書の研究開発 

  企業向け相談窓口の Web システムとして、Web

上で伴走支援を行うシステム（企業向けＷｅｂ相談

申請システム）および企業向け情報提供 Web サイ

トの研究開発を行った（図 9）。企業向け相談窓口

機能の実証でとりまとめた、企業によるコホートの

データの利用までのワークフローについて、各プロ

ジェクトを確実に効率的に進捗させるための進捗

管理ツールを、asana を用いて開発した。企業がデ

ータを利用できるようになるまでの工程は複雑で、

企業向け相談窓口機能の実証にて報告しているよ

うに 16 ものの工程からなる。asana のワークフロー

管理により、それぞれの工程で企業、企業向け相

談窓口、コホートの担当者が対応するべきタスクを

管理し、進捗を共有できるようにした。企業からの

ニーズに、データを利用できるようになるまでの手

続きがわかりにくいというものがあった。今回、企業

がコホートのデータを利用できるようになるまでの

手続きをワークフロー化し、これをワークフロー管

理ツールで進捗管理することで、複雑な手続きが

整理されて、「見える化」された。また、企業とのメ

ールや電話でのやりとりは非常に多く、このやりとり

を管理するカスタマー関係管理のツールとして、

pipedrive を採用し、integromat (make) を用いて、

asana と連携させた。さらに、企業向けに情報を提

供する Web サイトを webflow を用いて構築した。連

携する官民研究開発投資拡大プログラム(PRISM) 

バイオ技術領域 「糖尿病個別化予防を加速する

マイクロバイオーム解析 AI の開発」、「認知症に関

与するマイクロバイオーム・バイオマーカー解析」

の企業向けの情報も含めて提供する Web サイトと

して、情報を公開する。 

 
図 9 企業向け相談窓口の Web システム 

 

データの説明書は、東北メディカル・メガバンク

計画で、分譲に供されている地域住民コホート、三

世代コホートの収集データについて、企業向けの

説明書の研究開発を行った。コホート調査の概要

を説明し、収集データとして基本情報、コホート調

査による調査票情報、健診情報、検体検査情報、

収集した試料のゲノム・オミックス解析によるゲノム

配列情報、メタボローム解析情報、プロテオーム解

析情報について説明書を作成した（図 10）。ゲノ

ム・オミックス解析については、実験のプロトコール

や解析パイプラインの詳細についてもまとめた（図

10）。 

2323



 
図 10 データ説明書 

 

D. 考察 

コホート横断検索システムに対する産業界のニ

ーズを把握し、時系列検索機能の拡充による高度

化を行った。また、コホートの収集データの項目の

カタログも閲覧できるようにしたいというニーズを受

けて、コホート横断検索システムカタログを研究開

発した。連携する官民研究開発投資拡大プログラ

ム(PRISM) バイオ技術領域から協力を得ての施策

の状況を踏まえて、各コホート研究で収集したデ

ータの項目のメタデータを標準化した。また、コホ

ート横断検索システムカタログを、API を設計して

開発した。この API を使用することで、今後、国外

のコホートとの連携した、コホートの収集データの

データ発見につながると考えられる。 

企業向け相談窓口の整備として Web 上で伴走

支援を行うシステム（企業向けＷｅｂ相談申請シス

テム）及び企業向け情報提供ウェブサイトの研究

開発を行った。さらに、企業向けのデータの利活

用を促進するため、コホートのデータの説明書とし

て、東北メディカル・メガバンク計画のコホートの収

集データの説明書の研究開発を行った。 

本研究により研究開発したコホート横断検索シス

テムやカタログ、企業向けＷｅｂ相談申請システム

を 2022 年度に実証し、2023 年度で実装及び運用

することにより、コホート・バイオバンクの産業利用

が促進し、多様な分野において科学的エビデンス

に基づいたサービスを提供できる環境を整備し、

エビデンスに基づいたデータ駆動型のヘルスケア

産業を創出するとともに、データを統合・強化する

大規模健常人コホート・バイオバンクの構築を通じ

て、国民の QOL 向上に資する疫学研究の発展に

寄与することが期待される。 

 

E. 結論 

次世代バイオデータ基盤の構築に向けて、産業

界のニーズを踏まえて、各コホート研究のデータを

横断して検索するシステムの高度化を行った。また、

コホート研究のデータ項目の標準化されたメタデ

ータを公開するコホート横断検索システムカタログ

の研究開発を行った。さらに、企業向け相談窓口

の整備として Web システムの開発を行い、データ

の利活用を促進するため、データの説明書の研究

開発を行った。2022 年度からは、官民研究開発投

資拡大プログラム(PRISM) バイオ技術領域 「糖尿

病個別化予防を加速するマイクロバイオーム解析

AI の開発」、「認知症に関与するマイクロバイオー

ム・バイオマーカー解析」と連携して、コホート横断

検索システムやカタログ、企業向けＷｅｂ相談申請

システムの実証に取り組む。 

 

F. 健康危機情報 なし 

 

G. 研究発表 

1. 論文発表 なし 

2. 学会発表 なし 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得 なし 

2. 実用新案登録 なし 

3. その他 なし 
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